
 

 

 

平成 23 年５月 12 日 

各 位 

会 社 名 三菱マテリアル株式会社 

代 表 者 名 取 締 役 社 長  矢 尾  宏 

（コード番号 5 7 1 1  東 ･大証第 1 部）

問 合 せ 先 広報･IR 室 課長 松原尚人  

（ 電 話 番 号 0 3 - 5 2 5 2 - 5 2 0 6  ）

 

通期連結業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 23 年２月８日に公表しました平成 23 年３月期通期連結業績予想値と本日公表しました 

同実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23 年３月期通期（平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日）業績予想値と実績値との差異 

 

 
売上高 営業利益 経常利益

当期 

純利益 

１株当たり

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 1,330,000 54,000 51,000 10,000 7.62

実  績  値（Ｂ） 1,333,992 57,290 56,425 14,274 10.88

増減額（Ｂ－Ａ） 3,992 3,290 5,425 4,274 3.26

増 減 率 （ ％ ） 0.3 6.1 10.6 42.7 －

（ご参考）前期実績 

（平成 22 年３月期） 
1,119,448 12,680 △9,541 △66,555 △52.34

  

２．差異の理由 

平成 23 年３月期の連結業績につきましては、３月に発生した東日本大震災の影響を受け

たものの、銅をはじめとする主要金属価格が高値で推移したことや自動車・半導体関連市

場を中心とした需要が好調であったことなどに加えて、銅鉱山からの受取配当金の増加や

持分法損益の改善等により、売上高、営業利益及び経常利益は前回予想を上回りました。 

また、当期純利益は、震災により損傷した建物及び設備の復旧費用等、震災関連の費用

として約 58 億円を特別損失として計上しましたが、上述の経常利益の増加に加えて、前回

予想時に織り込んでいた税制改正に伴う繰延税金資産取崩しの影響が実現しなかったこと

による税金費用の減少等により、前回予想を上回りました。 

 

以 上 

 


